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概要
再イメージングとは、1 つの基本イメージから複数のデバイスにソフトウェアをコピーすることです。再イメージングの権利は、マイクロソフト ボリューム ライセンスのすべてのお客様に提供されます。この権利に基づいて、お客様はボリューム ライセンス契約で提供されるメディアを使用して、OEM (Original Equipment Manufacturer) 製品またはパッケージ製品 (FPP) のライセンス取得済みのコピーを再イメージングすることができます。ただし、ボリューム ライセンス メディアを使用して、OEM 製品またはパッケージ製品で以前にインストールしたソフトウェアを再イメージングするには、特定の条件を満たしている必要があります。
この簡易ガイドの更新内容
· この簡易ガイドは、2008 年 7 月に発行された前のバージョンの代わりとなるものです。
· この新しいバージョンの簡易ガイドでの大きな変更点は次のとおりです。
· OEM 情報の更新。
· 新しいボリューム ライセンス メディアの定義、および以前のバージョンの再イメージング権に関するよく寄せられる質問 (FAQ) の更新。
詳細
メリット
マイクロソフト ボリューム ライセンス プログラムでマイクロソフト製品のライセンスを取得されたお客様は、複数のライセンス取得済みデバイスに、ボリューム ライセンス メディアを使用して基本イメージが同一のソフトウェアを導入することができます。それらのデバイスのライセンスを特定のボリューム ライセンス プログラム、OEM、パッケージ製品のいずれを利用して取得したかは問われません。標準イメージを利用すると次のことが可能になります。
· 適切なタイミングでソフトウェアを導入できます。 
· 導入が容易になるため総保有コスト (TCO) を削減できます。 
· 複数のデバイスでソフトウェアの標準化を図り、ライセンス認証を効率的に行うことができます。
再イメージングの利用条件
再イメージングは、ボリューム ライセンス メディアから作成したコピーが最初にライセンスを取得した製品と同一である場合に行うことができます
.。ボリューム ライセンスのお客様が所有するマイクロソフト ソフトウェア製品が、OEM や小売販売形態を通じてライセンスを取得したものである場合、またはそのマイクロソフト ボリューム ライセンス契約以外の契約に基づいてライセンスを取得したものである場合は、製品、含まれているコンポーネント、言語、およびバージョンがすべて同じであれば、別の販売形態を通じて入手したメディアから作成したコピーではなく、マイクロソフト ボリューム ライセンス メディアから作成したコピーを使用することができます。 

以下に挙げた例では、再イメージングを利用することはできません。
製品が異なる場合 : たとえば、Microsoft® Office Professional Plus 2007 と Microsoft Office Standard 2007 は同一の製品ではないため再イメージングできません。これは、Windows Vista® Business および Windows Vista Home Premium オペレーティング システムにも当てはまります。 
コンポーネントが異なる場合 : 2007 Microsoft Office system スイートは完全に同一のコンポーネント製品を含んでいる必要があります。たとえば、OEM、システム ビルダー、またはパッケージ製品でライセンスを取得した Microsoft Office Professional 2007 と、マイクロソフト ボリューム ライセンスを通じてライセンスを取得した Microsoft Office Professional Plus 2007 は同一の製品ではありません。含まれるコンポーネントも同じではありません。したがって、この例では再イメージングを行うことはできません。
言語が異なる場合 : 英語版と Multilingual User Interface (MUI) Pack は、同一の言語ではありません。また、英語版とフランス語版など、言語が異なる場合もこの条件を満たしていないことになります。したがって、これらの例では再イメージングを行うことはできません。
バージョンが異なる場合 : Microsoft Office System 2003 と 2007 Microsoft Office system は同じバージョンではありません。同様にWindows Vista Business と Windows® XP Professional オペレーティング システムも同じバージョンではありません。したがって、これらの例では再イメージングを行うことはできません。 
マイクロソフト ボリューム ライセンス プログラムでは、デスクトップ PC 用の Windows オペレーティング システムのフルバージョンに対するライセンスは提供されませんが(（アップグレードライセンスのみ）、このプログラムに基づいて Windows オペレーティング システムのフルバージョンのメディアを両方利用することができます。フルバージョンのメディアを使用して再イメージングを行うには、OEM を通じてまたはパッケージ製品としてプレインストールされた Windows デスクトップ PC オペレーティング システムのライセンスを取得する必要があります。ボリューム ライセンスのお客様は、PC に付属している COA (Certificate of Authenticity) ラベルに記載されているものと同一のバージョンおよび製品の場合のみ、お持ちのボリューム ライセンス メディアを使用して OEM から購入した Windows デスクトップ PC オペレーティング システムを再イメージングすることができます。
注
· Open Value、Select License、Enterprise Agreement、Enterprise Agreement Subscription、Campus Agreement、または School Agreement に基づいて入手した製品群のメディア、あるいはボリューム ライセンス以外の販売形態を通じて入手可能な製品群のメディアに含まれるライセンス取得済みのマイクロソフト ソフトウェア製品には、これらの再イメージング権が適用されます。
· Open Licenseのお客様は、再イメージングするマイクロソフト ソフトウェアのライセンスを ライセンス認証番号に基づいて1 つ以上購入する必要があります。この購入は、必要なメディアと VLK を入手するために必要です。
OEM に関する情報
· OEM メディアを使用して再イメージングする権利はありません。
· OEM イメージは、OEM 業者のみが製造過程で PC にプリロードできます。お客様 (またはお客様が選択するサービス プロバイダー) はリカバリー メディアを使用してイメージを個別に回復できます。OEM リカバリー メディアは、システムにプリインストールされている製品バージョンと一致している必要があります。他のイメージを使用してシステムを元の状態に復元することはできません。
よく寄せられる質問 (FAQ)
マイクロソフト ボリューム ライセンス メディアとは何ですか。
マイクロソフト ボリューム ライセンス メディアとは、マイクロソフトのVolume Licensing Service Center (VLSC) ポータルからのマイクロソフト ボリューム ライセンス製品のWeb ベースのダウンロード、またはマイクロソフト ボリューム ライセンス CD/DVD ディスク キットを意味します。

小売販売形態を通じてライセンスを取得したマイクロソフト ソフトウェア製品を、ボリューム ライセンス メディアを使用して再イメージングした場合、サポートや保証はどうなりますか。
マイクロソフトのボリューム ライセンス プログラムは、マイクロソフトおよび販売パートナー会社から提供されるサポートとは別のものです。再イメージングを行う前に OEM 製品の契約上の関連情報およびサポート関連情報を調査し、それに従って調整を行う必要があります。マイクロソフト ボリューム ライセンス メディアを使用して再イメージングを行った場合は、マイクロソフトのサポートの対象外となります。現在受けている保証およびサポートに対する影響については、当該保証およびサポート提供企業にご相談ください。
ボリューム ライセンス プログラムを通じてライセンスを取得した 2007 Microsoft Office System と、OEM やパッケージ製品などの小売販売形態を通じてライセンスを取得した 2007 Microsoft Office System が別の製品として扱われるのはなぜですか。
マイクロソフト ボリューム ライセンス プログラムを通じて販売された 2007 Office System はユーザー インターフェイスの異なるエンタープライズ製品であり、プロダクト キーの入力およびツールが省略されています。ボリューム ライセンスで販売される 2007 Office System は企業向けに設計されており、IT 管理者は、導入、管理、および製品のカスタマイズを行う際にツールを使用することができます。また、エンド ユーザーには追加機能が提供されています。 
Windows Vista Enterprise ボリューム ライセンス メディアを使用して、ソフトウェア アシュアランスの対象となっていない、Windows Vista Business のライセンスを取得済みの OEM PC を再イメージングすることはできますか。 
いいえ、できません。Windows Vista Enterprise を利用できるのは、Windows オペレーティング システムのソフトウェア アシュアランスの対象となっている PC だけです。また、Windows Vista Enterprise は最初にライセンスを取得した製品として利用できないため、Windows Vista Enterprise で再イメージングを行うことはできません。
ソフトウェア アシュアランスを所有していない場合、再イメージングを行う権利はありますか。
はい、あります。すべてのマイクロソフト ボリューム ライセンスのお客様は、ソフトウェア アシュアランスを所有しているかどうかに関係なく、再イメージングの資格条件を満たしている限り再イメージングすることができます。
製品の再イメージングに必要なボリューム ライセンス キー(VLK)を取得するにはどうすればよいですか。
ボリューム ライセンスのお客様には、ボリューム ライセンス サービス センター (VLSC) を介して必要な VLK が自動的に割り当てられます。もし割り当てられていない場合、ボリュームライセンスのお客様は、ライセンス認証専用窓口を通じてキーを要求することができます。Open License のお客様の場合、製品メディアにアクセスしてキーを受け取るには、再イメージングする製品を少なくとも 1 ライセンス購入する必要があります。
キーマネージメントサービス (KMS) ではなくマルチプルアクティベーション キー (MAK) を使用して OEM Windows Vista Business PC を再イメージングする必要があります。必要な場合、追加のライセンス認証キーを取得するにはどうすればよいですか。
まず、VLSC Web サイトのプロダクト キー ページ、または Volume Activation Management Tool (VAMT) を使用して、Windows Vista MAK に関連付けられているライセンス認証の上限数を確認します。それ以上のライセンス認証数が必要な場合は、ライセンス認証専用窓口に連絡して理由をお伝えください。ボリューム アクティベーション 2.0 およびライセンス認証の制限の詳細については、http://www.microsoft.com/japan/licensing/mpa/default.mspx を参照してください。 
ライセンスを取得した製品の以前のバージョンを再イメージングする権利はありますか。
再イメージングするソフトウェアに付属しているライセンス条項でライセンスを取得したバージョンの代わりに以前のバージョンを使用することが許可されている場合は、以前のバージョンを使用して再イメージングすることができます。この場合でも、先に説明した、製品とバージョン、コンポーネント、および言語に関する資格条件が適用されます。
� Windows Vista Enterprise は最初にライセンスを取得した製品として利用できないため、Windows Vista Enterprise で再イメージングを行うことはできません。
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